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何
が
起
き
て
も
驚
か
な
い
、
不
思
議
で
な
い
の
が
最
近
の
政
界
。
ま
さ
か
、

ま
さ
か
の
連
続
で
あ
る
。
先
の
参
議
院
選
挙
で
の
惨
敗
の
責
任
を
取
っ
て
当
然
、

安
倍
総
裁
は
辞
任
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
大
方
の
予
想
を
覆
し
て
政

権
続
投
を
表
明
し
た
。
今
後
は
強
気
で
政
権
を
運
営
す
る
も
の
と
見
て
い
た
ら
、

臨
時
国
会
で
所
信
表
明
を
し
た
だ
け
で
、
代
表
質
問
を
受
け
ず
に
、
唐
突
に
辞

め
る
と
言
っ
た
。
前
代
未
聞
の
出
来
事
に
日
本
中
が
び
っ
く
り
。
一
方
、
民
主
党

を
中
心
に
参
議
院
で
過
半
数
を
制
し
た
野
党
は
鼻
息
が
荒
か
っ
た
。
こ
の
調
子

で
総
選
挙
に
突
き
進
む
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
福
田
総
理
と
小
沢
代
表
が
党

首
会
談
を
行
い
、
大
連
立
の
話
を
し
た
と
か
し
な
い
と
か
、
民
主
党
は
蜂
の
巣

を
つ
つ
い
た
よ
う
な
大
騒
ぎ
。
党
役
員
か
ら
不
信
任
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
も
同

然
と
小
沢
代
表
は
記
者
会
見
で
辞
任
を
表
明
し
た
。
殿
の
ご
乱
心
で
民
主
党
幹

部
は
、
右
往
左
往
の
あ
わ
て
振
り
。
近
い
将
来
の
選
挙
を
考
え
れ
ば
、
小
沢
し

か
党
内
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
と
慰
留
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
小
沢
氏
も
意
思
を

翻
し
て
辞
意
を
撤
回
し
た
。
何
と
も
人
騒
が
せ
な
一
週
間
で
あ
っ
た
。
衆
参
の
ね

じ
れ
現
象
で
、
政
治
は
停
滞
し
た
ま
ま
。
こ
の
ま
ま
で
は
国
益
が
損
な
わ
れ
る
。

自
民
党
だ
け
で
な
く
、
参
議
院
で
第
一
党
と
な
っ
た
民
主
党
の
責
任
も
大
き
い
。

政
権
を
担
当
す
る
政
党
と
し
て
の
能
力
と
責
任
が
あ
る
か
ど
う
か
民
主
党
は
試

さ
れ
て
い
る
。

民主党両院議員懇談会で辞意の撤回を表明する小沢代表

まさか続きの国政
問われる参院第一党、民主党の責任

まさか続きの国政
問われる参院第一党、民主党の責任

望
ま
れ
る
国
益
優
先
の
政
治

も
一
切
公
職
に
就
く
こ
と
も
な
い
と
大
変
潔
い
引
退
記

者
会
見
で
あ
っ
た
。
★
桝
本
さ
ん
は
田
辺
前
市
長
の
突

然
の
引
退
に
よ
っ
て
、
市
会
議
員
の
有
志
に
よ
っ
て
急

遽
担
ぎ
上
げ
ら
れ
、
教
育
長
か
ら
候
補
者
に
な
っ
た
。

市
長
部
局
か
ら
の
候
補
者
で
な
い
た
め
に
幅
広
い
支
援

が
得
ら
れ
ず
、
選
挙
は
大
変
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
僅
少

差
で
あ
っ
た
が
、
勝
つ
こ
と
が
出
来
た
。
★
当
選
後
、

早
速
当
時
助
役
と
呼
ん
で
い
た
名
前
を
副
市
長
と
変
え

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
法
律
も
変
わ
り
市
町

村
の
助
役
は
す
べ
て
副
市
長
、
副
町
長
、
副
村
長
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
十
分
で
は
な
い
が
同
和
問
題
の
解

決
も
前
進
し
た
。
市
民
参
加
型
行
政
を
推
進
し
、
京
都

の
公
教
育
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
京
都
の
町
を
後
世

の
人
々
に
継
承
す
る
た
め
に
多
く
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
新
景
観
条
例
を
制
定
し
た
。
観
光
客
5
千
万
人
構

想
の
実
現
も
間
近
で
あ
る
。
★
桝
本
さ
ん
に
は
ま
だ
ま

だ
や
り
残
し
た
仕
事
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
都
道

府
県
の
知
事
、
政
令
指
定
都
市
の
市
長
は
人
事
権
、
予

算
編
成
権
は
じ
め
権
限
が
非
常
に
強
い
。
権
力
は
絶
対

に
腐
敗
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
選
回
数
が
増
え
る

と
、
側
近
政
治
に
な
り
、
人
事
が
停
滞
し
、
職
員
の
士

気
が
低
下
し
て
、
腐
敗
の
温
床
と
な
り
や
す
い
。
★
今
、

知
事
や
政
令
都
市
の
市
長
の
多
選
禁
止
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
政
府
の
研
究
会
で
も
多
選
を
禁
止
す
る
こ
と

は
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
神
奈

川
県
で
は
多
選
禁
止
の
条
例
も
成
立
し
た
。
政
治
家
に

と
っ
て
一
番
大
事
で
、
難
し
い
の
は
出
所
進
退
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
桝
本
さ
ん
の
勇
退
は
い
い
潮
時
で
あ
る
。

恒 心

★
四
選
出
馬
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
去
就
が
注

目
さ
れ
て
い
た
桝
本
市
長
が
、
先
月
来
年

2
月
の
市
長
選
挙
に
出
馬
せ
ず
、
今
期
限

り
で
勇
退
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
後
継

者
を
指
名
す
る
こ
と
も
し
な
い
、
引
退
後
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全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

自
治
体
病
院
へ
の
支
援
を
訴
え
る

新
名
神
等
の
高
速
道
路
の
早
期
整
備
を

京
都
府
関
係
者
大
挙
上
京

二ノ湯政務官、総務委員会で初答弁
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首
長
多
選
問
題
で
持
論
を
展
開

京都府下の市長、町長より道路整備促進の陳情

末松議員の質問に答える二ノ湯政務官

福
田
内
閣
で
、
総
務
大
臣
政
務
官
に
再
任
し
て
以
来
、
早
く
も
1
ヶ
月
半
が

経
過
し
た
。
巨
大
官
庁
で
あ
る
総
務
省
の
二
ノ
湯
議
員
の
担
当
分
野
は
、
地
方

行
財
政
と
消
防
庁
で
、
毎
日
精
力
的
に
公
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
10
月
23
日
、

参
議
院
総
務
委
員
会
で
、
末
松
信
介
議
員（
自
民
党
・
兵
庫
県
選
出
）の
首
長
多

選
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
政
府
側
か
ら
二
ノ
湯
政
務
官
が
答
弁
に
立
ち
、
準
備

の
答
弁
書
も
な
く
、
即
興
で
答
え
た
。

末
松
議
員
：
自
民
党
の
行
政
改
革
本
部
で
多
選
禁
止
に
つ
い
て
の
会
議
が
あ
っ

た
際
、
二
ノ
湯
政
務
官
は
、
条
例
で
多
選
禁
止
を
す
る
と
い
う
強
い
意
思
の
あ

る
議
会
は
日
本
で
は
少
な
い
、
し
た
が
っ
て
法
律
で
規
制
す
る
べ
き
だ
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
政
務
官
に
な
ら
れ
て
も
お
心
の
変
化
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

二
ノ
湯
政
務
官
：
多
選
禁
止
の
問
題
は
、
憲
法
に
お
け
る
平
等
の
原
則
や
立
候

補
の
制
限
、
職
業
選
択
の
自
由
と
い
う
理
由
で
、
な
か
な
か
実
現
が
難
し
か
っ

た
。
し
か
し
、
地
方
分
権
が
進
み
、
首
長
の
力
が
非
常
に
強
く
な
り
、
多
選
に

よ
る
汚
職
問
題
が
起
こ
る
な
ど
し
て
、
や
は
り
首
長
の
多
選
は
制
限
す
べ
き
だ

と
い
う
議
論
が
出
て
き
た
。
現
在
、
地
方
議
会
の
執
行
部
と
議
会
側
の
力
の
差

は
明
ら
か
で
、
首
長
の
多
選
を
制
限
す
る
よ
う
な
条
例
が
議
会
側
か
ら
出
て
く

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
律
に
よ
っ
て
多
選
を
制
限
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
多
選
禁
止
の
法
律
は
憲
法
に
何
ら
抵
触
し
な
い
と
い
う
報
告
書

も
出
て
い
る
た
め
、
是
非
と
も
多
選
禁
止
の
法
律
を
作
り
、
地
方
自
治
体
や
、

そ
の
職
員
の
士
気
を
高
め
、
あ
る
一
定
の
年
限
、
一
生
懸
命
自
治
体
の
長
も
職

参
議
院
選
挙
で
の
自
民
党
敗
北
で
、
都
市
と
地
方
の
格

差
問
題
が
盛
ん
に
言
わ
れ
出
し
た
。
地
方
の
格
差
の
解
消

に
は
、
地
方
が
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
基
盤
整
備
の

充
実
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
中
で
も
、
高
速
道

路
を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
は
、
優
先
し

て
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
京
都
の
道
路
整
備
は
、
他
の

道
府
県
と
比
較
し
て
大
変
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
い
た
め
、
京
都
は
い
ま
だ

に
均
衡
あ
る
府
内
全
域
の
発
展
が
望
め
な
い
。
京
都
の
南

部
を
横
断
す
る
新
名
神
、
大
山
崎
か
ら
長
岡
京
市
、
そ
し

て
京
都
市
を
通
過
す
る
第
二
外
環
状
道
路
、
京
都
府
の
北

部
と
京
都
市
を
つ
な
ぐ
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
一
日
も
早
い

開
通
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
月
17
日
、
京
都
縦

全
国
の
多
く
の
都
道
府
県
、
市
町
村
で
運
営
し
て
い
る

公
立
病
院
は
現
在
医
師
不
足
と
赤
字
経
営
に
苦
し
み
存
立

す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
自
治
体
病
院
は
、
公
平
公
正
な

医
療
を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
増
進
を
図
り
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
公

的
医
療
機
関
で
な
け
れ
ば
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
多
く

の
採
算
の
悪
い
医
療
分
野
を
担
う
こ
と
が
設
立
の
主
な
目

的
と
な
っ
て
い
る
。
結
核
な
ど
の
感
染
症
、
精
神
科
、
麻

酔
科
な
ど
の
医
療
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
最
近
で

は
地
域
に
お
け
る
医
師
不
足
が
深
刻
で
あ
り
小
児
科
、
産

科
、
麻
酔
科
の
医
師
確
保
は
公
的
医
療
機
関
に
課
せ
ら
れ

た
大
き
な
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
院
の
勤
務
医
の
労

働
条
件
は
極
め
て
厳
し
く
、
月
に
150
時
間
以
上
の
過
酷
な

勤
務
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
解
消
し
な
け
れ
ば
、

退
職
し
て
都
会
で
開

業
す
る
医
師
の
流
出

が
止
ま
ら
ず
、
公
的

病
院
で
も
良
質
な
医

療
を
提
供
で
き
な
く

な
る
。
医
師
が
使
命

を
持
っ
て
働
く
こ
と

が
出
来
る
、
良
好
な

医
療
環
境
を
作
る
こ

と
は
緊
急
の
課
題
で

あ
り
、
国
を
挙
げ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

貫
自
動
車
道
、
新
名
神
高
速
道
路
等
整
備
促
進
協
議
会
の

会
員
で
あ
る
府
下
の
市
長
、
町
長
、
民
間
団
体
の
方
々
が
、

二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
を
訪
問
、
京
都
府
に
関
連
す
る

高
速
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
二
ノ
湯

政
務
官
は
「
格
差
解

消
と
地
域
活
性
化
に

は
道
路
を
は
じ
め
と

す
る
都
市
基
盤
整
備

が
大
事
で
あ
る
こ
と

は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
、

遅
れ
て
い
る
京
都
の

高
速
道
路
整
備
の
早

期
完
成
に
努
力
し
た

い
」
と
答
え
た
。

な
ら
な
い
。
自
治
体
病
院
を
運
営
す
る
自
治
体
で
組
織
す

る
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会（
会
長
・
岡
田
荘
史
長
野
市

議
会
議
長
）の
役
員
が
総
務
省
に
二
ノ
湯
政
務
官
を
訪
ね
、

自
治
体
病
院
の
充
実
強
化
の
た
め
、
国
の
財
政
支
援
を
求

め
た
。

員
も
頑
張
る
と
い
う
よ
う
な
体
制
を
作

り
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
答
弁
に
対
し
て
、
末
松
議
員
は

「
大
変
勇
気
あ
る
答
弁
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
同
期
で
あ
る
二

ノ
湯
政
務
官
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
答
弁
に

立
っ
た
の
は
、
こ
の
一
問
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
国
会
か
ら
の
要
求
が
あ
れ
ば
、

政
務
官
は
急
な
答
弁
に
も
立
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
毎
日
勉

強
の
連
続
で
あ
る
。

自治体病院協議会の役員から要望を聞く



（3）11月号（№197）平成19年 11 月15日発行（毎月１回15日発行）� 平成２年１月18日第３種郵便物認可

国書を読み上げる二ノ湯参議員と
呉榮煥大阪総領事

緊
張
の
京
都
の
受
賞
者
た
ち

平成19年叙勲、勲章伝達式
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左より酒井国生氏、高山寛氏、二ノ湯氏、中村安良氏

朝
鮮
通
信
使
400
周
年
記
念
行
列

新
し
い
日
韓
の
時
代
を
拓
く

二
ノ
湯
参
議
員
京
都
所
司
代
役
に

11
月
3
日
文
化
の
日
、
朝
鮮
通
信
使
再
現
行

列
が
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
は
遠
く
は

室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通

信
使
は
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
侵
略
を
し
て
途
絶
え

て
い
た
日
本
と
朝
鮮
と
の
国
交
を
回
復
し
、
両
国

関
係
を
改
善
す
る
た
め
に
徳
川
幕
府
が
対
馬
藩
を

通
じ
て
働
き
か
け
た
。
一
六
〇
七
年
に
、
朝
鮮
か

ら
通
信
使
が
来
日
し
て
か
ら
今
年
が
400
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
あ
る
。
こ
の
節
目
の
年
に
京
都
で
通

信
使
行
列
の
再
現
を
し
よ
う
と
言
う
声
が
関
係
者

の
間
か
ら
高
ま
り
、
韓
国
政
府
、
京
都
民
団
、
そ

し
て
関
係
者
の
協
力
で
実
現
し
た
。
行
列
の
出
発

前
、
京
都
市
立
柳
池
中
学
校
で
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
2
代
目
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
役
の
二
ノ
湯

参
議
員
と
朝
鮮
通
信
使
行
列
の
正
使
役
で
あ
る
駐

大
阪
大
韓
民
国
総
領
事
呉
榮
煥
氏
と
が
国
書
を
交

換
し
た
。
双
方
の
国
書
に
は
今
後
の
日
本
と
大
韓

民
国
と
の
平
和
と
友
好
の
絆
を
一
層
強
化
す
る
内

容
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
行
列
に
は
日
韓
双
方
か

ら
約
250
人
が
参
加
し
、
御
池
通
か
ら
京
都
市
役

所
、
四
条
河
原
町
、
八
坂
神
社
を
通
っ
て
円
山
公

園
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
。
鳴
り
物
入
り
の
派
手
な

行
列
に
沿
道
の
市
民
は
最
初
は
び
っ
く
り
し
て
見

て
い
た
が
、
歓
迎
す
る
声
も
多
か
っ
た
。
こ
の
行

列
の
京
都
で
の
再
現
に
尽
力
し
た
朝
鮮
通
信
使
研

究
者
で
あ
る
仲
尾
宏
京
都
造
形
芸
術
大
学
客
員
教

授
は
、「
通
信
使
と
の
縁
が
深
い
京
都
で
再
現
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
喜
ん
で
い
た
。

酒
井
国
生
、
高
山
寛
）、
京
都
市
会
議
員（
北
川

明
、
国
枝
克
一
郎
、
中
村
安
良
）の
経
験
者
が
6

名
い
て
、
い
ず
れ
も
旭
日
中
綬
章（
旧
制
度
で
勲

三
等
旭
日
中
綬
章
・
瑞
宝
章
）を
受
領
し
た
。
こ

の
ク
ラ
ス
の
勲
章
は
通
常
都
道
府
県
知
事
、
又
は

大
企
業
の
社
長
を
歴
任
し
た
人
が
受
賞
す
る
。
6

名
の
方
達
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
京
都
府
政
、
京

都
市
政
を
通
じ
て
い
か
に
地
方
自
治
発
展
に
貢
献

し
た
か
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
6
名
は
共
産
党
の

勢
い
が
強
か
っ
た
昭
和
40
年
代
の
京
都
政
界
に
参

画
し
た
。
当
時
は
全
員
青
年
議
員
で
あ
っ
た
が
、

勲
章
を
受
章
す
る
年
齢
に
達
し
た
。
ま
さ
に
昔
日

の
感
で
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
政

治
の
社
会
に
参
加
、
同
志
と
し
て
政
治
活
動
を
続

け
て
き
た
。
今
年
の
統
一
選
を
機
に
6
名
全
員
が

後
進
に
道
を
譲
り
勇
退
、
京
都
府
会
、
京
都
市
会

も
大
き
く
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
京
都
政
界
も
世
代

交
代
時
期
に
入
っ
た
。

今
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
総
務
省
関
係

の
勲
章
受
賞
者
総
数
は
951
名（
消
防
関

係
は
除
く
）で
、
京
都
府
か
ら
は
21
人

が
栄
誉
に
輝
い
た
。
11
月
8
日
、
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
で
勲
章
伝

達
式
が
行
わ
れ
た
。
式
に
は
増
田
総
務

大
臣
、
二
ノ
湯
、
岡
本
政
務
官
、
そ
し

て
瀧
野
事
務
次
官
は
じ
め
総
務
省
の
幹

部
職
員
が
出
席
し
た
。
勲
章
伝
達
式

は
、
司
会
者
が
旭
日
章
か
ら
瑞
宝
章
ま

で
全
受
賞
者
の
氏
名
を
一
人
づ
つ
読
み

上
げ
、
そ
の
後
各
勲
章
ご
と
に
代
表
者

が
夫
婦
同
伴
で
登
壇
、
総
務
大
臣
よ
り

勲
章
を
受
領
し
た
。
今
回
の
受
賞
者
の

中
に
は
、
京
都
府
会
議
員（
木
村
繁
雄
、

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー第21回　伊勢神宮初詣

恒例の伊勢神宮初詣。一年間の幸福を祈願し、
　新たな気持ちで新年を迎える行事として、
　　　　　　　多くの方 の々ご参加をお願いいたします。

◇旅 行 日　平成20年1月14日（月・祝）

◇昼食場所　賢島『宝生苑』
◇申込締切日　平成19年12月15日㈯

◇会　　費　8,500円

左より二ノ湯氏、北川明氏
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
、

上
京
消
防
隊
、　　
　

健
闘
及
ば
ず
入
賞
逃
が
す

・日　　時：11月25日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前7時50分（時間厳守）
・集合場所：JR京都駅　奈良線10番ホーム
・出発時刻：8時03分発→玉水駅8時58分着
・費　　用：JR京都駅から玉水駅まで片道480円

フルーツライン農園入園料：800円（ミカン狩り・柿狩りいずれか）
・コ ー ス：JR玉水駅→玉川沿い→井堤寺跡→南谷川→ホ

タル公園→フルーツライン農園と朝市→JR山城
多賀駅（解散）

⃝ �今回は自然あふれる井手町を歩き、秋の味覚ミカン狩り・柿狩りを
楽しみ、朝市では新鮮な野菜などをお買い求めいただくコースを企
画いたしました。秋深まる山城で、秋の味覚を楽しむ歩こう会に是
非ご参加ください。

（当日）☎090-1956-7460

第175回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

衛
生
法
違
反
と
は
無
縁
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。

ピ
ン
ク
色
の
包
装
紙
の
赤
福
は
お
伊
勢
さ
ん
と
一

体
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
だ
け
に
、
伊
勢
参
拝
に
悪

い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。

一
、
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
食
べ
物
が
美
味
し
い

季
節
で
あ
る
。
ま
た
、
美
し
い
自
然
の
移
り
変
り

を
鑑
賞
し
、
文
化
に
浸
る
秋
で
も
あ
る
。
先
月
、

久
し
ぶ
り
に
芝
居
を
見
、
神
田
と
百
万
遍
の
古
本

ま
つ
り
に
も
足
を
運
ん
だ
。
普
段
忙
し
い
人
間
に

と
っ
て
精
神
的
な
余
裕
を
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
あ
る
。

一
、
前
防
衛
事
務
次
官
の
守
屋
武
昌
氏
の
証
人
喚

問
が
行
わ
れ
た
。
防
衛
省
に
武
器
を
調
達
し
て
い

る
業
者
か
ら
200
回
以
上
も
ゴ
ル
フ
の
接
待
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
夫
婦

同
伴
が
多
か
っ
た
と
言
う
。
あ
き
れ
て
開
い
た
口

が
塞
が
ら
な
い
。

一
、
そ
の
点
、
私
は
ゴ
ル
フ
は
め
っ
た
に
や
ら
な

い
し
、
麻
雀
は
出
来
な
い
し
、
競
馬
、
競
輪
、
競

艇
と
い
っ
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
は
全
く
興
味
が
な

い
。
石
部
金
吉
で
は
な
い
が
、
私
な
ど
は
誘
惑
し

に
く
い
人
間
で
あ
る
。

一
、
イ
ン
ド
洋
な
ど
で
日
本
の
防
衛
の
た
め
に
命

が
け
で
働
い
て
い
る
多
く
の
自
衛
官
に
ど
う
説

明
す
る
の
か
。
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
あ

る
。
防
衛
の
ト
ッ
プ
が
こ
の
体
た
ら
く
で
は
、
政

府
が
成
立
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
新
テ
ロ
特
別
措

置
法
の
前
途
も
厳
し
い
。

一
、
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
選
手
権
内
藤
対
亀
田
大
毅

と
の
試
合
は
ま
る
で
格
闘
技
。
亀
田
一
家
挙
げ
て

の
反
則
の
繰
り
返
し
は
、
見
て
い
る
人
を
非
常
に

不
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
。
世
間
知
ら
ず
で
、
未

熟
な
若
い
亀
田
選
手
を
お
だ
て
上
げ
て
い
る
マ
ス

コ
ミ
の
責
任
も
大
き
い
。

一
、
毎
年
の
伊
勢
神
宮
初
詣
で
は
御
福
餅
の
店
に

寄
り
、
伊
勢
茶
で
餅
を
食
べ
、
土
産
に
赤
福
を
買

う
の
が
定
番
で
あ
っ
た
。
二
つ
と
も
老
舗
で
食
品

10
月
15
日
、
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が
、

横
浜
市
の
日
本
消
防
協
会
中
央
消
防
訓
練
場
で
全

国
47
都
道
府
県
の
代
表
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
京
都
府
か
ら
は
上
京
区
の
女
性
消
防
隊
が
出

場
し
た
。
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
は
出
席
し
、

内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
し
た
。
こ
の
競
技

は
小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
、
ホ
ー

ス
を
つ
な
ぎ
、
水
槽
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て
、�

6
ⅿ
と
8
ⅿ
先
に
あ
る
2
つ
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を

落
と
す
。
迅
速
な
行
動
、
確
実
な
操
作
、
消
防
用

機
械
器
具
の
精
通
な
ど
が
審
査
の
基
準
と
な
る
。

開
会
前
に
控
室
で
来
賓
た
ち
が
、「
ポ
ン
プ
の
エ

ン
ジ
ン
が
1
回
で
う
ま
く
掛
か
る
か
が
こ
の
競
技

の
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
話
し
て
い
た
。
12
番
目
に
登

場
し
た
上
京
消
防
隊
は
持
参
し
た
小
型
ポ
ン
プ
が

ス
ム
ー
ズ
に
掛
か
ら
ず
数
回
目
に
や
っ
と
動
い

た
。
そ
の
後
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
ポ
ン
プ
に
手

間
取
っ
た
た
め
に
入
賞
を
逸
し
た
。
代
表
に
決
定

し
て
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
き
た
だ
け
に
大
変
気
の

第174回
みんなで歩こう湯歩会（参加者63名）

赤山禅院にて

総理大臣祝辞を代読する二ノ湯政務官

毒
で
あ
っ
た
。
京
都
か
ら
は
各
行
政
区
の
消
防
団

長
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
が
、
ポ
ン
プ
さ
え

う
ま
く
い
っ
て
い
た
ら
上
位
に
入
賞
出
来
て
い
た

の
に
と
残
念
が
っ
て
い
た
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com


